
パーカッションドリルを使用し、

φ100mm前後の孔径で所定深度まで清水削孔を行う。

スリーブグラウトを注入し、

マンシェットチューブ・ダブルパッカを装着した

注入パイプを建込んだ後にケーシングを引抜く。

水

CBによる一次注入を行い、

比較的大きな空洞・空隙を充填する。

緩結型注入材による二次注入を行い、

細かい空隙へ注入材料をゆっくり浸透

させる。

 ダブルパッカー


